
100年前の災害教訓を永く伝えます
～自然災害伝承碑と関東大震災～

令和5年7月28日
国土地理院

応用地理部 地理情報処理課
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自然災害伝承碑とは

写真提供：大阪府警察

過去に発生した自然災害（洪水、土砂災害、高潮、地震、津波、
火山災害等）の様相や被害状況等が記載されている石碑やモニュメント

当時の被災場所に建てられていることが多い

令和元年6月からウェブ地図「地理院地図」で公開
（令和元年9月から2万5千分の1地形図に掲載）

取組を通じて、地域住民の防災意識向上に貢献

大震災遭難者供養塔（神奈川県横須賀市） 津波浸水想定（想定最大規模）と自然災害伝承碑の位置

静岡県伊東市宇佐美は、元
禄地震と大正関東地震で津
波の被害がありました。

地理院地図
（自然災害伝承碑を表示）
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自然災害伝承碑とは

写真提供：大阪府警察

整備するきっかけ：「平成30年7月豪雨」
広島県坂町では、過去の大水害の被災状況を伝える石碑が現地に建立されて
いたものの、地域住民にその内容が十分に伝承されていなかった。過去の自
然災害の教訓を適切に伝承するとともに、教訓を踏まえた的確な防災行動に
よる被害の軽減をめざし、国土地理院で情報の整備と公開を開始した。

【水害碑（広島県坂町）の伝承内容】
明治40年（1907）7月15日、数日来降り続いた豪雨により天地川や総頭川で

土石流が発生した。この未曾有の大災害により、小屋浦地区では43戸の家屋が
つぶれ、44名の命が奪われた。

https://maps.gsi.go.jp/#15/34.303431/132.512145/&base=std&ls=std%7Cdisast
er_lore_all&disp=11&lcd=disaster_lore_all&vs=c1j0h0k0l0u0t0z0r0s0m0f1&d=m

撮影:大阪府警察
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自然災害伝承碑とは

写真提供：大阪府警察

＜地理院地図での表示イメージ＞

自然災害伝承碑のページはこちら↓
https://www.gsi.go.jp/bousaichiri/denshouhi.html
「地理院地図で見る」をクリックすると地理院地図画面に遷移します。

①碑名

②災害名

③災害種別
（災害の種類）

④建立年

⑤所在地

⑥伝承内容
（100字程度に要約）

⑦写真

＜公開している情報＞
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地理院地図での公開状況

写真提供：大阪府警察

市区町村→国土地理院へ申請を行う
※地方自治体と連携し、地域の防災力向上を目指す。

学校の授業で調査した石碑が、市町村と連携して自然災害伝承碑として登録された事例も。

＜自然災害伝承碑掲載までの流れ＞

①掲載希望の連絡（市区町村→国土地理院）

※事前に申請内容を相談する

②掲載申請書、申請調書を作成（市区町村）

③現地写真の準備（市区町村）

④申請書類、写真データの提出（市区町村→国土地理院）

⑤申請のあった情報を取りまとめ地理院地図を更新（月１回程度）
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地理院地図での公開状況

写真提供：大阪府警察

自然災害伝承碑分布図
47都道府県 558市区町村 1933基

（令和5年7月27日時点）
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地理院地図での公開状況

写真提供：大阪府警察

自然災害伝承碑の更なる認知度向上・活用促進を図るため、
データのダウンロード提供 （CSV･GeoJSON形式）を令和2年8月に開始

自然災害伝承碑のデータダウンロードはこちら↓
https://www.gsi.go.jp/bousaichiri/denshouhi_download.html

＜ダウンロード提供の開始＞
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自然災害伝承碑データの活用方法

＜作成方法＞
①自然災害伝承碑データ（csv形式）を以下のページからダウンロードする。
②ダウンロードしたデータの災害名に着目し、関東大震災のデータを抽出する。
③地理院地図に②で抽出したデータを取り込み、淡色地図などに重ね合わせる。
データを取り込む方法については、以下のページを参照してください。
https://maps.gsi.go.jp/help/intro/kinolist/7-sakuzu.html

＜csvデータの活用例：関東大震災に関連する自然災害伝承碑を地図で表示する。＞

②自然災害伝承碑データ（csv形式）（一部抜粋）

③自然災害伝承碑の分布図（災害種別）のイメージ

…関東大震災関連の自然災害伝承碑 7



教育分野での活用事例

＜学校における学習教材としての活用＞

神奈川県立大磯高校では、史資料
を交えて、関東大震災をテーマと
した地域学習の授業が展開された。
その中で、関東大震災の被害や教
訓を伝える題材の一つに自然災害
伝承碑を取り上げ、生徒が地域の
被災状況や人々が何を残そうとし
たのかをまとめるレポート課題が
出された。

日本史探究の手がかりとしても、
自然災害伝承碑を利用することが
模索されている。

神奈川県立大磯高等学校

自然災害伝承碑の活用事例はこちら↓
https://www.gsi.go.jp/bousaichiri/denshouhi_utilization.html
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関東大震災と自然災害伝承碑

同じ地震でも、地域によって
災害伝承内容が異なる。
→地域の災害特性の理解
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自然災害伝承碑から広がる地域の理解
＜昭和天皇御野立所（おのだてしょ）の碑＞

昭和天皇御野立所の碑

昭和天皇御野立所の碑

1936~1942年頃撮影された航空写真
と関東大震災の焼失地域を重ねた地図

自分で作る色別標高図、陰影起伏図
と淡色地図を重ねた地図

昭和天皇（震災当時は摂政宮として災害対応に当
たった）が、復興状況を視察するために立ち寄っ
た場所に建てられた伝承碑。当時は東京湾まで見
通すことができたというが、本当なのか。

→地理院地図で見ると、台地の端に位置している。
さらに、下町と呼ばれる低地に広がる焼失区域も
よく見えることから、復興状況を観察するには
うってつけの立地だった。

10



まとめ

自然災害伝承碑に記された碑文等の情報は、過去の災害により

自らの身に起きた出来事を現在の我々に伝えんとする先人たちの

貴重なメッセージである。

本取組は、そのメッセージを電子地図や地図記号の形とすることで、

風化させることなく過去の教訓を後世に分かりやすく伝え続けるもの

である。

防災教育等での教材としての活用などを通じて、住民の防災意識、ひ
いては災害時における自助力向上に寄与できるものである。

◆ 自然災害伝承碑は防災の観点のみならず、地域の理解を深めるツール
として、有用なものである。

自然災害伝承碑を地理院地図で見る→
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昭和天皇と関東大震災（動画資料）

『関東大震大火実況』
国立映画アーカイブ「関東大震災デジタルアーカイブ」より
https://kantodaishinsai.filmarchives.jp/movies/m01.html

『関東大震大火実況』(1923)
国立映画アーカイブ所蔵
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『帝都復興』
国立映画アーカイブ「関東大震災デジタルアーカイブ」より
https://kantodaishinsai.filmarchives.jp/movies/m13.html


